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概要

コーラ、ジュース、お茶などのあらゆる種類のソフトドリンクが世界中

で消費され、その需要は伸びています。複数の工場でボトル詰めさ

れる場合にはその品質の集中管理は困難を伴うこともあり、また製

品の種類が多岐にわたる場合には、より多くの時間・労力・費用が

必要とされることもあります。

このアプリケーションノートでは、HPLCを用いた分析時間16分の従

来の汎用メソッドをUPLC®に移管し、大幅な時間短縮とコスト削

減を実現した例について説明します。アセサルフェームK、安息香酸

ナトリウム、ソルビン酸カリウム、カフェイン、アスパルテームの5化合物

を分析時間1.2分で分離・検出しています。また、各標準試料を

用いて検量線を作成し、3つのソフトドリンク中の各成分の定量を

行いました。

サンプルの準備

各ソフトドリンクサンプル20mLを炭酸ガスを除去するために5分間

超音波にかけました。このサンプルを希釈せず各1μＬ注入し、分析

を行いました。

分析条件

装置 : ACQUITY UPLC® TUV システム
カラム : ACQUITY BEH C18 1.7μm  2.1x 50 mm
カラム温度 : 40 ℃
流速 : 0.9 mL/min
移動相A : 10mMリン酸緩衝液(pH6)
移動相B : アセトニトリル
グラジエント条件 : 下記の表参照
測定波長 : 214nm
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図1. UPLC®クロマトグラム(ソフトドリンクに含まれる5成分の標準試料)

図2. 標準化合物の検量線

図1には標準試料のＵＰＬＣクロマトグラムを示します。分析時間1.25分、平衡化時間45秒で、従来のＨＰＬＣ分析に
比べ約6.5倍速くなっています。

図2には検量線を示します。相関係数はいずれも0.99以上で、直線性は良好です。



図3. UPLC®クロマトグラム(ダイエットコーラ)

図3と図4は実サンプルのＵＰＬＣ®クロマ
トグラムです。ダイエットコークでは3成分
が、レモネードでは2成分が検出されまし
た。

表1にはこれら2サンプルとレモンダイエット
コーラ中の各成分の定量結果を示します。

図4. UPLC®クロマトグラム(レモネード)

表1. ソフトドリンクに含まれる成分の定量結果



まとめ

HPLC分析をUPLC®に移管し、約6.5倍の効率化が可能となりました。これによって、より多くのサンプルを短時間で分析

することができます。UPLC®による高速分離は、ソフトドリンクだけでなく幅広い分野の食品・飲料などの品質管理分析へ

の応用が期待されています。


